
　
東
日
本
大
震
災
の
あ
と
、
少
し
、
被
災

地
で
働
き
ま
し
た
が
、
大
き
な
政
策
の
中

身
が
「
な
ん
と
な
く
」
雰
囲
気
で
決
ま
っ

て
い
く
過
程
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。 

　

政
治
学
者
の
丸
山
眞ま
さ
お男

氏
は
、
太
平
洋

戦
争
に
至
る
国
の
方
針
が
「
な
ん
と
な
く
」

決
ま
っ
て
い
っ
た
と
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
場
面
で
も
、
客
観
的
な
統
計

や
専
門
家
の
知
見
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
が

そ
れ
ら
の
「
も
の
さ
し
」
は
、「
な
ん
と
な

く
」
に
か
き
消
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

僕
自
身
、
周
り
に
嫌
わ
れ
て
も
、
必
ず

一
度
は
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
が
、「
な
ん
と
な
く
」
の
壁
は
分
厚

く
、「
も
の
さ
し
」
を
一
度
当
て
る
く
ら
い

で
は
ビ
ク
と
も
し
ま
せ
ん
。

手
ご
わ
い
「
な
ん
と
な
く
」
は
「
常
識
」

と
い
う
言
葉
に
近
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
常
識
と
は
、
特
定
の
集
団
で
、
客
観
的
に

正
し
い
と
、
信
じ
ら
れ
て
い
る
事
柄
」
と

皮
肉
っ
た
人
が
い
ま
す
が
、
こ
の
定
義
だ

と
、
個
人
の
思
い
込
み
か
ら
、
カ
ル
ト
教

団
の
教
義
、
ム
ラ
社
会
の
掟
、
政
策
決
定

ま
で
常
識
で
あ
り
、
言
い
得
て
妙
で
す
。

弁
護
士
の
仕
事
は
、「
な
ん
と
な
く
」

信
じ
て
し
ま
い
そ
う
な
誤
っ
た
常
識
に「
も

の
さ
し
」
を
あ
て
、
誤
解
を
解
く
こ
と
。

な
ん
と
な
く
す
る
借
金
・
契
約
・
結
婚
な

ど
は
常
に
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

専
門
家
と
し
て
重
要
な
こ
と
は
自
分
の

「
も
の
さ
し
」
が
使
え
る
範
囲
を
過
信
し
な

い
こ
と
で
す
。
自
分
の
専
門
外
の
こ
と
は

そ
の
分
野
の
専
門
家
に
聞
く
こ
と
で
専
門

家
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
で
き
ま
す
。

地
方
だ
と
専
門
家
を
探
す
の
が
難
し
い
で

す
が
、
身
近
な
人
に
相
談
す
る
こ
と
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
の
適
切
な
専
門
家
を
紹

介
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
い
は
ず
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
経
験
か
ら
く
る
「
な
ん
と

な
く
」
も
大
切
で
、
最
後
は
直
感
で
決
め

る
の
が
現
実
で
し
ょ
う
。
で
も
、
能
登
半

島
地
震
の
よ
う
な
場
面
で
直
感
だ
け
で
判

断
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
場
面
で

こ
そ
「
な
ん
と
な
く
」
を
「
も
の
さ
し
」

が
支
え
ら
れ
る
よ
う
、
専
門
家
が
、
日
々
、

信
頼
を
積
み
重
ね
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。
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●所在地
　福祉保健センター内
　（２階）
●相談受付時間
　9時～ 17時 30分
※要予約

― コ ラ ム ―

グッジョブ鹿角 魅力ある地元企業を紹介します

農事組合法人 八幡平養豚組合

とことんとん八
ぱち

 八幡平本店 
店長　近藤 立

り き

樹さん

地元の皆さまから喜んでいた
だいていると実感できるとこ
ろが魅力です。

組合長理事

阿部 正
ま さ き

樹さん

　「豚が健康に育つという事は、美味しい豚肉の基本です」
をモットーに、豚の健康にこだわって大切に育てています。
八幡平ポークグループは現在、市内に５カ所の農場、2カ
所の直売店があり、そこでは約 40人のスタッフが働いて
います。思いを一つにする大切な仲間と共に、安心・安全
な豚肉の生産に取り組んでいます。

■代表から
　私たちは、地元の皆さまに愛され、喜ん
でいただける豚肉づくりに日々取り組んで
おり、その取り組みが実を結び、昨年 3月、
東京で行われた第 47 回食肉産業展のイベ
ント「銘柄ポーク好感度コンテスト」で、「八
幡平ポーク」が最優秀賞を受賞しました。
「地元に愛される豚肉をお届けしたい。」そ
んな思いを一緒に育んでくれる方、ぜひ仲
間になってみませんか ?

若手社員の会社自慢あ

●所在地 _ 八幡平字長川 60-3
●設立 _ 昭和 44年
●電話 _34-2204　
●ホームページ_http://www.h-pork.com/　　 ↑HP

松
館
自
治
会

集落支援員活動事業報告 問 生活環境課 コミュニティ推進班 ☎ 30-0202

■
取
り
組
み
内
容

　
毎
年
４
月
25
日
に
、
秋
田
県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
で
あ
る
「
松
館
天
満
宮
三
台

山
獅
子
大
権
現
舞
」
を
、
松
館
菅
原
神
社

例
大
祭
に
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　
松
館
自
治
会
で
は
、
伝
統
行
事
の
保
存

継
承
と
、
地
域
内
外
問
わ
ず
多
く
の
人
が

参
拝
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
舞
を
奉
納
す

る
神
社
ま
で
の
参
拝
環
境
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
後
継
者
の
確
保
と
育
成
指
導

の
た
め
、
舞
楽
に
使
用
す
る
笛
も
新
た
に

購
入
し
ま
し
た
。

■
自
治
会
長
か
ら

　
舞
楽
保
存
会
は
、
例
大
祭
前
に
伝
承
の

た
め
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
人

で
何
役
か
を
練
習
す
る
必
要
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
不
足
し
て
い
た
笛
を
購
入
し
た
こ

と
で
、練
習
が
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
菅
原
神
社
ま
で
の
参
道
は
、
こ
れ
ま
で

大
雨
の
た
び
に
被
害
を
受
け
て
き
て
お

り
、
補
助
金
を
活
用
し
て
本
格
的
な
整
備

を
し
た
こ
と
で
、
舞
人
・
楽
人
・
参
拝
者

の
安
全
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
自
治
会
員
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、
後
継
者
育

成
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
集
落
支
援
員
活
動
事
業
と
は

　
小
規
模
な
自
治
会（
お
お
む
ね
50
世
帯
）

を
中
心
に
、
自
治
会
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
活
動
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
活
用

を
検
討
さ
れ
る
自
治
会
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。上）神社までの道を整備

下）笛を購入したことで、練習が円滑に

今日から始める脱炭素

　二酸化炭素の排出を減らそうという社会的な流れ

を受けて、EV（電気自動車）の種類も増え、EVが

入手しやすい環境になってきました。EVは脱炭素

に貢献し、自宅で手軽に充電できるなどのメリット

があります。

　そうした EVのメリットや利活用による地域活性

化策について、第一線で活躍されている講師を招き

講演いただきます。

　申込不要で無料で参加できますので、お気軽にお

越しください。

■日時　２月 22日㊍　18時～ 19時 45分

■場所　花輪市民センター 研修室（コモッセ内）

EV のメリットなどを学ぶ
講演会を開催します

問 産業活力課 ゼロカーボン推進室 ☎ 30-0249

■内容①（前半）　講演

●演題　

　�100 年に一度のパラダイムシフト!! ※ GXと※ EVX

によるサステナブルな地域づくりに関して

※GX→化石燃料を使わないような技術、取り組みによる 

　　　　社会変革 

※ EVX→電気自動車の利活用による社会変革

●講師　

　�㈱ JTBコミュニケーションデザイン 

　MaaS 領域事業開発プロデューサー

　黒岩  隆
たかゆき

之 氏

■内容②（後半）

　パネルディスカッション

●テーマ　

　どのようにしたら EVの導入が進むか

●パネリスト　

　黒岩氏、市内自動車関係者など

黒岩氏
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